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2025 年度後期グローバル・カフェ活動報告書 

(2025 年 10 月～2026 年 3 月) 

 

【コンテンツ】  

 

1. 2025 年度後期開講クラス   

2. TOEIC Speaking テストならびに対策講座  

3. グローバル・カフェイベント   

4. 留学生センター共催イベント  

5. ダイバーシティ推進室認定イベント （D&I マスター制度認定イベント） 

6. 学生共催イベント  

7. 留学相談   

8. Newsletter の発行   

9. 高校生訪問   

10. Tutor Time 

11. グローバル・カフェ 2025 年度後期利用者実績 
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１．2025 年度後期開講一般クラス 
2025 年 10 月 6 日から 2026 年 1 月 29 日まで、一般クラス計 9 クラス（延べ 39 名登録）と、

TOEIC Speaking 試験対策講座（下記図ピンク色クラス）計 2 クラス（20 名登録）を開講した。IO

滝川祐子教員は「Travel Experiences: Sharing travel/ research experiences by staff / students」と

「英語ラジオ講座活用」を開講した。例年ネクストプログラムと協力して開講している「上級中国

語」に加え、IO 呉 昀熹 教員による「台湾の毎日：文化と暮らしのプチガイド」を実施した。上記

の教員に加え、英語関係講座、スペイン語講座は、大学教育基盤センター、外部講師の先生方のご

協力を得て開講した。また前述の先生方のご協力のもと、月曜昼休みに「English Lunch」を実施し

た。 

 

2025 年度後期開講クラス時間割 
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後期開講一般クラス時間割の参加延べ人数は下記の表の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．TOEIC Speaking テストならびに対策講座 
 

12 月 14 日（日）・19 日（金）に図書館中央館 3 階ＰＣルームにて TOEIC Speaking テストを実

施した。本テストを無料受検するための条件として、テスト対策講座の受講を義務付けている。対

策講座はグローバル・カフェにて 10 月 6 日から 12 月 12 日まで対面形式で実施し、学生 19 名と職

員 2 名の計 21 名が登録し、延べ 109 名（概算）が受講した。TOEIC Speaking テストは計 5 名の学

生が受検した。 

 

３．グローバル・カフェ イベント 
 

１）メキシコからの JICA 研修員との交流イベント〈10 月 15 日[水]〉 

メキシコから来日している JICA の研修員５名をお招きし、美しいスライドや興味深い説明でメキ

シコの歴史や文化について紹介していただいた。学生 20 名、教職員 11 名の計 31 名が参加した。 

〈詳細：香川大学 October 15 メキシコからの JICA 研修員との交流イベント〉 

 

 

 

 

 

クラス名 出席者数 

TOEIC Speaking 109 

The History of British Pop Music 10 

Everyday Taiwan: A Brief Cultural Guide 10 

Ancient Egypt: Pyramids and Mummies 25 

Spanish for Beginners 43 

Let’s learn English by using radio programs 16 
Travel Experiences: Sharing travel/ research 
experiences by staff / students 36 

Advanced Chinese 26 

English Conversation  59 

合   計 334 
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２）ドイツからの高校生との交流イベント〈10 月 16 日[木]〉 

高松西ロータリークラブの招へいで来日した Philine（フィリーネ）さんを囲んで交流会を実施し

た。 日本人学生・留学生合わせて 35 名と教職員５名の計 40 名が参加した。Philine さんが自分や

家族について紹介したあと、参加者による質問と学生による香川についてのプレゼンテーションが

続いた。最後に滝川先生の司会で参加者全員が自己紹介をしていくゲームを行い、参加者同士の距

離が縮まった。 

〈詳細：香川大学 October 16 ドイツからの高校生との交流イベント 〉 

 

 

 

 

 

 

３）Mid Autumn Festival（中秋）イベント〈10 月 17 日[金]〉 

中国文化の伝統行 事である中秋節が、中国本土や本土以外においてどのように祝われているか、

そして中秋節に欠かせない 月餅について、農学准教授部 Kong Lingbing 先生、インターナショナル

オフィス講師 Wu Yunxi 先生よ りお話しいただいた。また日本のお月見の文化を象徴する公園や建

築物についてインターナショナ ルオフィス特命准教授 植村友香子先生が紹介してくださった。日本

人学生・留学生合わせて 16 名と教職員 8 名の計 24 名が参加した。 

〈詳細：香川大学 October 17 Mid Autumn Festival（中秋）イベント〉 

 

 

４）フランス・トゥール市の大学生との交流イベント〈10 月 30 日[金]〉 

高松市の姉妹都市であるフランス・トゥール市の学生 2 名と本学学生・教職員による交流会を実

施した。さぬきプログラムの留学生を含む香川大学生 26 名、教職員 14 名の計 40 名が参加した。は

じめにトゥール市の学生が市の紹介をし、続いて４名の香大生が香川県の魅力について発表した。 

〈詳細：香川大学 October 30 フランス・トゥール市の大学生との交流イベント 〉 
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５）グローバル・カフェ✕NEXT 韓国語コース共催 「第 3 回韓国語カフェ」〈11 月 19 日 [水]〉 

今年度の韓国研修は、8 月の約 2 週間にわたり、ハンバッ大学（テジョン市）で行われた。香川

大学での韓国語授業（日本語で韓国語を教わる）と、ハンバッ大学での韓国語授業（韓国語で韓国

語を教わる）の違いや、 それを通じて自身の学修にどのような変化が起こったか、現地での生活や

活動を通じて考えたこと、 それを踏まえて日本を振り返り、改めて日本社会について考えたことな

どを発表した。 

〈詳細：香川大学 November 19 第３回韓国語カフェ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）留学報告（マレーシア）〈11 月 20 日[木]〉 

今夏、授業「海外体験型異文化コミュニケーションⅡ」を履修し、マレーシアのプトラ・マレー

シア 大学で超短期留学を終えた７名を代表して３名がプレゼンテーションをした。留学の成果や今

後留学することを考慮している学生たちに向けたアドバイスやメッセージを含む報告を行った。学

生 10 名、教職員 6 名、合計 16 名が出席した。 

〈詳細：香川大学 November 20 留学報告会（マレーシア）〉 
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７）屋島お遍路ハイキング〈11 月 21 日[金]〉 

「日本事情 IIa」の授業と のジョイントイベントとして実施した。これは屋島山頂にある屋島寺を

目指して遍路を体験す ることと、屋島山頂からの瀬戸内海の自然、歴史、景観を学ぶことを目的と

したものであり、授業を 履修する留学生６名とともに、主に屋島寮の寮生を含む留学生 5 名も参加

した。通訳案内士１ 名、引率１名を含め、総勢 13 名が参加した。色づいた紅葉を楽しみながらの

散策であった。 

〈詳細：香川大学 November 21 屋島お遍路ハイキング〉 

 

 

 

 

 

 

8）第 7 回英語俳句コンテスト（受賞式 12 月 8 日[月]）  

英語俳句の募集期間を 10 月 8 日（水）から 11 月 30 日（日）とし、34 名の学生が参加した。審

査員は本学大学教育基盤センターIan Willey 教授が勤め、授賞式をハイブリッド形式で実施した。 

〈詳細：香川大学 :: December 第 7 回英語俳句コンテスト〉 

 

9) 第 11 回 英語プレゼンテーションコンテスト（12 月 20 日[日]）  

今年はテーマを”The Future I Want”とし、Restricted レベル（初

中級）と Open レベル（中上級）に分かれ、日本人学生 15 名、留

学生 2 名(中国 2 名)の計 17 名が１人 5 分以内の発表に挑んだ。 

 

 

〈詳細：香川大学 :: December 20 第 11 回プレゼンテーションコンテスト〉 

 

10）留学報告（オーストラリア）〈1 月 21 日[水]〉 

2025 年度前期に高度教養教育科目の Study Abroad を履修した学生による現地研修の報告で、履

修学生は、夏休みに５週間、西オーストラリア大学英語教育センター（The University of Western 

Australia, Centre for English Language Teaching（UWA CELT））で語学研修に参加した。報告者

に加え、学生 3 名（うち 1 名オンライン参加）、教職員 2 名の計 8 名が参加した。  

〈詳細：香川大学 January 21 留学報告（オーストラリア）〉 
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11）留学報告（ブルネイ・ダルサラーム）〈1 月 28 日[水]〉 

2025 年度前期に高度教養教育科目の Study Abroad を履修した学生による現地研修の報告で、報

告者は夏休みにブルネイ・ダルサラーム大学（Universiti Brunei Darussalam）での１か月間に参加

した。報告者に加え、学生 13 名（うち 1 名オンライン参加）、教職員 8 名の計 21 名がイベントに

参加した。  

〈詳細：香川大学 January 28 留学報告（ブルネイ・ダルサラーム）〉 

 

 

 

 

 

 

 

４．留学生センター共催イベント 

 

１）*留学生センター共催 ブルネイイベント〈11 月 5 日[水]〉 

さぬきプログラムに参加しているブルネイ出身のミナさん、アンドレアさん、アナムさんからブ

ルネイ・ダルサラーム国の紹介をしていただいた。 留学生を含む学生 15 名、教職員 6 名の計 21 名

が参加した。 ３人は民族衣装を着て登壇し、ブルネイの地理、歴史、文化などについて工夫を凝ら

したスライドを用いて詳しく紹介した。 

〈詳細：香川大学 November 5 ブルネイ・ダルサラーム国イベント〉 
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２）*留学生センター共催 タイイベント〈11 月 19 日[水]〉 

さぬきプログラムに参加しているタイ出身のペッチさんとアイフェルさんがタイの紹介をした。

留学生を含む学生 19 名、教職員 6 名の計 25 名が参加した。 プログラムの前にタイのミルクティー

が参加者全員にふるまわれ、自己紹介の後、民族衣装やお祭り、代表的な料理、気候などスライド

を用いて発表した。 

〈詳細：香川大学 November 19 タイイベント〉 

 

 

 

 

 

 

３）*留学生センター共催 中国イベント〈12 月 3 日[水]〉 

さぬきプログラムに参加している中国出身の張 景舒（チョウ ケイショ）さんが、同じく中国出身

で創発科学研究科の張 清沢（チョウ セイタク）さんと共同で自己紹介や自国の文化などについて発

表した。留学生17 名、教職員 7 名の計 24 名が参加した。 

〈詳細：香川大学 December 3 中国イベント〉 

 
 

 

 

 

 

 

４）*留学生センター共催 韓国イベント〈12 月 10 日[水]〉 

さぬきプログラムに参加している国立ハンバッ大学のジンさん、チェさん、そしてジョンさんの

3 名が韓国についての発表をした。留学生を含む学生 17 名、教職員 8 名の計 25 名が参加した。 

〈詳細：香川大学 December 10 韓国イベント〉 
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５）*留学生センター共催 ウクライナイベント〈1 月 21 日[水]〉 

さぬきプログラムに参加しているウクライナ出身のマクシムさんが自国の紹介をした。留学生を

含む学生 12 名、教職員 6 名の計 18 名が参加した。留学生からは、今は戦争で渡航できないが、ぜ

ひ訪問したい、というコメントもあった。 

〈詳細：香川大学 January 21  ウクライナイベント〉 

 

 

 

 

 

 

 

６）*留学生センター共催 台湾イベント〈1 月 28 日[水]〉 

さぬきプログラムに参加している台湾出身の曾 英展（Will）さんと李 由（キコ）さんが自国の紹

介をした。さぬきプログラムに参加する留学生を含む学生 22 名、教職員 8 名の計 30 名が参加し

た。  

〈詳細：香川大学 January 28 台湾イベント〉 

 

 

 

 

 

 

５.ダイバーシティ推進室認定イベント（D&I マスター制度認定イベント） 

 

フィンランドの高校生との交流イベント〈12 月 11 日 [木]〉 

フィンランドのムンッキニエミ中等教育学校高等部（以下ムンッカ）の生徒 10 名と教員 2 名が来

学し、「ジオ」をテーマとした交流を行った。学生17 名、教職員 12 名の合計 29 名が参加した。は

じめにムンッカの生徒５名が「フィンランドの地質」をテーマに発表し、地域ごとの気候や地理、

産業などについて日本との比較を交えながら、詳しい説明をした。続いて、香川大学危機管理先端

教育センターの⾧谷川修一特任教授が「フィンランドと日本両国のジオを考える」と題して講義を

行った。講義のあと、ムンッカの生徒たちは、参加した本学学生たちと昼食をとりながら交流をつ

づけていた。 

 〈詳細：香川大学 December 11 フィンランドの高校生との交流イベント〉 
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6. 学生共催イベント 

 

１）グローバル・カフェ×ICES ウェルカム交流イベント〈10 月 16 日[木]〉 

香川大学異文化交流会（Inter-Cultural Exchange Society、以下 ICES）と共催し「Welcome 交流

イベント」を実施した。「10 月初旬に来日した留学生を温かい気持ちで迎え入れ、留学生と香川大

学生の交流の機会を作ろう！」という ICES メンバーの願いにより開催され、留学生と日本人学生

合わせて 45 名、教職員 6 名の計 51 名が参加した。 

〈詳細：香川大学 October 16  グローバル・カフェ✕ICES ウェルカム交流イベント〉 

 

 

 

 

 

 

２）グローバル・カフェ×ICES 栗林公園ライトアップ散策イベント〈11 月 28 日[金]〉 

グローバル・カフェと ICES（香川大学異文化交流会）との共催で「栗林公園 秋のライトアップ

散策イベント」を実施した。留学生 10 名、日本人学生７名、教員２名の計 19 名が参加した。 秋の

夜間、特別に開催される栗林公園ライトアップでは、普段とは全く異なって見える光景を参加者が

一緒に散策しながら観賞した。 

〈詳細：香川大学 November 28  グローバル・カフェ✕ICES 栗林公園ライトアップ散策イベント〉 
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３）グローバル・カフェ✕ICES 年末交流イベント〈12 月 22 日[月]〉 

香川大学異文化交流会（Inter-Cultural Exchange Society (以下、ICES)）と共に「END YEAR 

PARTY（年末交流イベント）」を開催した。学生14 名、職員 2 名の計 16 名が参加した。 イベント

開始前に集まり始めた留学生の皆さんに、ICES 岡崎さんが「旗のプロジェクト」と題して呼びかけ

たアートプロジェクトに参加を促した。香川に来て楽しかったこと、これからの留学生に向けての

メッセージなどがカラフルなマジックペンで書かれ、旗を彩っていた。 

〈詳細：香川大学 December 22 グローバル・カフェ✕ICES 共催「年末交流イベント」〉 

 

 

 

 

 

 

 

４）グローバル・カフェ✕香川大学アカペラサークルえいおん アカペライベント〈1 月 29 日[木]〉 

香川大学アカペラサークルえいおんと「アカペライベント」を共催した。学生、教職員を 合わせ

40 名以上が参加した。  

〈詳細：香川大学 January 29 グローバル・カフェ✕アカペラサークルえいおん アカペライベント〉 

 

 

 

 

 

 

 

7.留学相談 

本学学生を対象に、留学相談を 10 月から開始した。IO 滝川 祐子教員が担当し、対面 13 回、オ

ンラインまたはメール相談 2 回の計 15 回実施した。また IO 植村 友香子教員はトビタテ！留学

JAPAN 新・日本代表プログラムについての相談を 6 名から受け、そのうち２名とはその後、複数回

にわたって留学計画作成についての相談を行った。 
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８.Newsletter の発行 

 グローバル・カフェの活動を報告し、次学期のクラスについて周知することを目的に発行してい

る。第 12 号は 4 月に発行予定である。 過去の Newsletter 香川大学：Newsletter(Kagawa-u.ac.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 高校生訪問 

 香川県内外の高校生が香川大学を訪れ、グローバル・カフェを訪問した。植村准教授が「グロー

バル・カフェの授業やイベントについて紹介した。 

    10 月 22 日 岡山県立玉島高等学校      
10 月 31 日 香川県立高松西高等学校 
11 月   6 日 香川県立高松商業高等学校 
11 月 11 日 岡山県立高梁高等学校 
11 月 12 日 徳島県立池田高等学校 
11 月 12 日 島根県立大社高等学校 
11 月 13 日 岡山県立総社高等学校 
2 月 12 日 香川県立坂出高等学校 

 
 

10. Tutor Time 

外部人材の Sy Khalifa 氏が peer language instructor  として１人 30 分／週、希望学生と 1 対１で主

に英語またはフランス語による会話練習などの指導を行った。利用者は延べ 30 人であった。 
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11.グローバル・カフェ 2025 年度後期利用者実績  

 2025 年度後期(2025 年 10 月～2026 年 2 月)の利用者延べ人数は計 1,919 人であった。1 日あたり

23 人の利用があった。詳細は下記のとおりである。 
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